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第
四
章

資
源
の
管
理
監
督
（
第
二
十
条
e

第
二
十
四
条
）

第
五
章

個
別
業
務
に
関
す
る
計
画
の
策
定
及
び
個
別
業
務
の
実
施
（
第
二
十
五
条
e

第
四
十
五
条
）

第
六
章

監
視
測
定
、
分
析
及
び
改
善
（
第
四
十
六
条
e

第
五
十
五
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
再
処
理
施
設
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
再
処
理
事
業
者
が
品
質
に
関
し
て
保
安
活
動
を
実
施
す
る
部
門
（
以
下

「
部
門
」
と
い
う
。）の
管
理
監
督
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
（
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
仕
組
み

を
含
む
。）を
い
う
。

二

「
資
源
」
と
は
、
個
人
の
有
す
る
知
識
及
び
技
能
並
び
に
技
術
、
設
備
そ
の
他
の
個
別
業
務
（
保
安
活
動
を
構

成
す
る
個
別
の
業
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
活
用
さ
れ
る
資
源
を
い
う
。

三

「
品
質
方
針
」
と
は
、
品
質
保
証
の
実
施
の
た
め
に
経
営
責
任
者
が
定
め
、表
明
す
る
基
本
的
な
方
針
を
い
う
。

四

「
照
査
」
と
は
、
設
定
さ
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
上
で
の
妥
当
性
及
び
有
効
性
を
判
定
す
る
こ
と
を
い
う
。

五

「
プ
ロ
セ
ス
入
力
情
報
」
と
は
、
あ
る
プ
ロ
セ
ス
（
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）

に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｑ
九
〇
〇
〇
の
プ
ロ
セ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
提
供
さ
れ

る
、
品
質
管
理
の
た
め
に
必
要
な
情
報
等
を
い
う
。

六

「
プ
ロ
セ
ス
出
力
情
報
」
と
は
、
あ
る
プ
ロ
セ
ス
を
実
施
し
た
結
果
得
ら
れ
る
情
報
等
を
い
う
。

七

「
妥
当
性
確
認
」
と
は
、
再
処
理
施
設
並
び
に
手
順
、
プ
ロ
セ
ス
そ
の
他
の
個
別
業
務
及
び
品
質
管
理
の
方
法

が
期
待
さ
れ
る
結
果
を
与
え
る
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
を
い
う
。

第
二
章

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム

（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
）

第
三
条

再
処
理
事
業
者
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
実
施
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
実
効
性
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

再
処
理
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
（
当
該
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
結
果
を
含
む
。）

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
プ
ロ
セ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
識

別
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

プ
ロ
セ
ス
の
順
序
及
び
相
互
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

三

プ
ロ
セ
ス
の
実
施
及
び
管
理
の
実
効
性
の
確
保
に
必
要
な
判
定
基
準
及
び
方
法
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

四

プ
ロ
セ
ス
の
実
施
並
び
に
監
視
及
び
測
定
（
以
下
「
監
視
測
定
」
と
い
う
。）に
必
要
な
資
源
及
び
情
報
が
利
用

で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

五

プ
ロ
セ
ス
を
監
視
測
定
し
、
及
び
分
析
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
測
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
測
定
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
。

六

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
第
一
号
の
結
果
を
得
る
た
め
、
及
び
実
効
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

七

品
質
保
証
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
及
び
組
織
を
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
と
整
合
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

八

社
会
科
学
及
び
行
動
科
学
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
保
安
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
。

３

再
処
理
事
業
者
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

再
処
理
事
業
者
は
、
個
別
業
務
又
は
再
処
理
施
設
に
係
る
要
求
事
項
（
関
係
法
令
を
含
む
。
以
下
「
個
別
業
務
等

要
求
事
項
」
と
い
う
。）へ
の
適
合
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
プ
ロ
セ
ス
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
プ

ロ
セ
ス
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

再
処
理
事
業
者
は
、
前
項
の
管
理
を
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
中
で
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
規
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

再
処
理
事
業
者
は
、
保
安
の
た
め
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
に
係
る
要
求
事
項
を
適
切
に

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

再
処
理
事
業
者
は
、
保
安
の
た
め
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
資
源
の
適
切
な
配
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
文
書
化
）

第
四
条

再
処
理
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
と
き
は
、
次
に
掲

げ
る
文
書
を
作
成
し
、
当
該
文
書
に
規
定
す
る
事
項
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

品
質
方
針
表
明
書
及
び
品
質
目
標
表
明
書

二

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
を
規
定
す
る
文
書
（
以
下
「
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
基
準
書
」
と
い
う
。）

三

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
実
効
性
の
あ
る
計
画
的
な
実
施
及
び
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
文

書
四

こ
の
規
則
に
規
定
す
る
手
順
書
及
び
記
録

（
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
基
準
書
）

第
五
条

再
処
理
事
業
者
は
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
基
準
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

品
質
保
証
の
実
施
に
係
る
組
織
に
関
す
る
事
項

二

保
安
活
動
の
計
画
に
関
す
る
事
項

三

保
安
活
動
の
実
施
に
関
す
る
事
項

四

保
安
活
動
の
評
価
に
関
す
る
事
項

五

保
安
活
動
の
改
善
に
関
す
る
事
項

六

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
範
囲

七

品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
作
成
し
た
手
順
書
の
内
容
又
は
当
該
手
順
書
の
文
書
番
号
そ
の
他
参
照
情

報
八

各
プ
ロ
セ
ス
の
相
互
の
関
係

（
文
書
の
管
理
）

第
六
条

再
処
理
事
業
者
は
、
こ
の
規
則
に
規
定
す
る
文
書
そ
の
他
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
文
書
（
記
録

を
除
く
。
以
下
「
品
質
管
理
監
督
文
書
」
と
い
う
。）を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

再
処
理
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
必
要
な
管
理
を
定
め
た
手
順
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

品
質
管
理
監
督
文
書
を
発
行
す
る
に
当
た
り
、
当
該
文
書
の
妥
当
性
を
照
査
し
、そ
の
発
行
を
承
認
す
る
こ
と
。

二

品
質
管
理
監
督
文
書
に
つ
い
て
所
要
の
照
査
を
行
い
、
更
新
を
行
う
に
当
た
り
、そ
の
更
新
を
承
認
す
る
こ
と
。

三

品
質
管
理
監
督
文
書
の
変
更
内
容
及
び
最
新
の
改
訂
状
況
が
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四

改
訂
の
あ
っ
た
品
質
管
理
監
督
文
書
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
の
適
切
な
改
訂
版
が
利
用
で
き

る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

五

品
質
管
理
監
督
文
書
が
読
み
や
す
く
、
容
易
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
保
す

る
こ
と
。

六

外
部
で
作
成
さ
れ
た
品
質
管
理
監
督
文
書
を
識
別
し
、
そ
の
配
付
を
管
理
す
る
こ
と
。

七

廃
止
し
た
品
質
管
理
監
督
文
書
が
意
図
に
反
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
文
書
を
保
持
す
る
と
き
は
、
そ
の
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
識
別
す
る
こ
と
。

（
記
録
の
管
理
）

第
七
条

再
処
理
事
業
者
は
、
こ
の
規
則
に
規
定
す
る
記
録
そ
の
他
要
求
事
項
へ
の
適
合
及
び
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ

ム
の
実
効
性
の
あ
る
実
施
を
実
証
す
る
記
録
の
対
象
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
、
読
み
や
す
く
容

易
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

再
処
理
事
業
者
は
、
前
項
の
記
録
の
識
別
、
保
存
、
保
護
、
検
索
、
保
存
期
間
及
び
廃
棄
に
関
し
所
要
の
管
理
を

定
め
た
手
順
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

˜˜š


		2013-12-05T14:59:46+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




